






































本学は、1989 年 4 月に１学部２学科ではじまり、２学部への改組や短期大学の統合、学
科の追加、学部学科の名称変更を経て今日に至っている。学部学科と入学定員の変遷は付表
に示すとおりである。卒業生は、1993 年 3 月卒業生から 2007 年 3 月卒業生まで、約 7 千







とおりである。1994 年卒業生（第 2 期生）は 35%が連絡先不明である。
表 2-1　調査対象卒業生の年次毎の状況































計   3650 人 　2930 人 80%
⑵　調査時期






















全体で A4 版 8 頁の裏表印刷の調査票とした（付表２）。
２．２　調査結果の概要
２．２．１　回収状況
発送の翌々日から返信があり、締め切りの 7 月 28 日に投簡されたものが届くであろう 7
月 31 日までに 659 通、8 月 2 日までには 690 通の返信があった。また、宛先不明等で戻っ
たものが 30 通ほどあった。8 月末までに 759 通、最終的には、10 月に入ってから届いた
ものもあり、766 通となった。このうちには、本人が海外在住のために親が代理で回答した






























































また、入試区分別 (Q1.3) の回答者数は、表 2-4 のとおりである。卒業生の入試区分別の
割合と比較すると、指定校推薦・公募推薦で入学した者が少なめであり、センター試験での
入学者が多い傾向がみられた。











































無記入 2 (0.3% )
計 762 (100% )
無記入 1 (0.1% )
計 762 (100% )
卒業時の進路 (Q1.4) は、調査の回答者 762 人のうち、「就職」の回答が 647 人、「進学」
が 43 人（就職との重複も含む）、「留学」が 8 人、「専門学校」27 人、「パート・アルバイ



















経験は、年齢による違いが大きいと考えられるので、2000 年までの卒業生と 2002 年以
降の卒業性の 2 群にわけてみることとする５）。無回答（つまり卒業時の状況から変化がない、
または回答なし）は 2000 年までの卒業生の 1 割程度であるが、2002 年以降の卒業生では
4 割程度である。当然であるが、卒業時の状況以外の経験がない場合と同様に、経験ありと
する項目数の平均も、2000 年までの卒業生は 2002 年以降の卒業生の 2 倍以上である。退
職に注目すると、2000 年以前卒業生は 6 割以上、2002 年以降の卒業生では 3 割弱である。
その退職経験者の中で、退職と同時に選択された経験項目は、2000 年までの卒業生の場合、
最も多いのが結婚で 5 割弱であり、転職が 4 割、再就職は 3 割強である。パート・アルバ



























無記入 2 (0.3% )


























































（Q14）。これも年齢によって異なることが予想され、2000 年までと 2002 年以降に分けて
みたが、「趣味や教養や学び」は、年齢による違いはあまりなく 55%程度と最も多い。「資
格取得など将来に向けての学び」は、2000 年までの卒業生では 20%であるが、2002 年以
降は 30%と大きく異なる。これも当然であるが「PTA 活動」は 2000 年までの卒業生の方
が多く、1 割弱があげている。また、「個人で特技や能力を生かした仕事」も早い卒業生の
方に多く 1 割弱である。「パート・アルバイト」は年齢に関係なく 1 割弱、それ以外は 5%








































 ○  関心あり
 ◎  特に関心あり
（％）






































































































































はい どちらとも いいえ 非該当・無回答



























































































































































































第 m 項目に総合的満足度があるので、それと Q6 各項目との間の相関係数を計算してみた。
総合的満足度（Q7m）は、選択肢が「1．はい」「2．いいえ」「3．どちらとも」であったも














































価とし、初職の総合的満足度 Q7m と、初職の就職先への評価 Q-7a ～ l との相関を、クロ
ス表の相関で見てみた。その結果を表 3-2 に示す。
　表 3-2　初職の就職先への評価 (Q7a~l) と総合的満足度 (Q7m) との相関
　Q7　質問 Cramer の V Kendall のタウ b
a 仕事の内容が自分の適性や能力に合っている ( いた ) 0.426 0.466
b 取り組んでよかったと思える仕事内容である ( あった ) 0.386 0.465
c 仕事を通して自分が成長できる ( できた ) 0.300 0.339
d 仕事を通して社会貢献しているという実感がもてる 0.259 0.262
e 会社の経営方針や社風が気に入っている（いた） 0.374 0.453
f 職場の人間関係がよい ( かった ) 0.342 0.362
g 資格や専門能力が身につく ( ついた ) 0.193 0.176
h 女性が働きやすい会社である ( だった ) 0.247 0.307
i 給料やボーナスに満足している ( いた ) 0.167 0.197
j 有給休暇をとりにくい ( かった ) 0.179 -0.204
k 残業が多い ( 多かった ) 0.073 -0.047
l 仕事の内容が予想と違っている（いた） 0.352 -0.432
東洋英和女学院大学卒業生のキャリア形成の実態と意識調査報告
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成分１ 成分２ 成分１ 成分２
 q15-1　職場で管理職として活躍する -0.084 -0.429　② -0.264 -0.047
 q15-2　職場で後輩やチームのリーダーとして活躍 -0.190 -0.578　② -0.262 0.461
 q15-3　職場でサポート役として活躍 -0.319 -0.068　③ -0.136 0.502
 q15-4　役割がどうあれ、職場での仕事の責任を果たす -0.619 -0.153　③ -0.265 0.596
 q15-5　役割がどうあれ、職場での仕事で自己実現する -0.346 -0.348　② -0.296 0.457
 q15-6　自分の経済的自立のために仕事で収入を得る -0.577 -0.079　③ -0.463 0.332
 q15-7　家族のために仕事で収入を得る 0.231 -0.192　　 0.210 0.297
 q15-8　家事や家の行事など家族のための役割を果たす 0.788 -0.005　① 0.485 -0.104
 q15-9　妻であること 0.779 -0.091　① 0.644 0.268
q15-10　子供を育てる 0.791 -0.056　① 0.765 0.160
q15-11　親の手伝いや介護 0.192 0.251　　 0.335 0.221
q15-12　地域や社会に何らかの貢献をする -0.069 0.203　④ -0.213 0.014
q15-13　職業以外のことで自分の能力を発揮する -0.162 0.455　④ -0.325 -0.283















































































































第 1 期の英和卒業生が社会に出た 1993 年以降の失業率に着目する。女性の全国平均完全


































いとは限らない。表 4-1（Q8(1)F より作成）の初職の継続期間を見ると、初職を 1 年未満
で辞めた人が 2000 年以降増加している。最近の 2004 年卒業生でも 18％が既に初職を辞め、
2006 年卒業生も 2007 年 7 月までに 15 %が辞めている。その時代の状況として、定員増
による本学の卒業生の人数の増加、2002 年ごろをピークとする社会全体の失業率の高さか
ら、不本意な就職だった人の割合が多かったことが考えられる。













































1994 13 1 7 6 8 4 3 29 3% 24% 21% 28% 14% 10%
1996 11 7 13 20 15 2 14 71 10% 18% 28% 21% 3% 20%
1998 9 6 23 9 12 - 12 62 10% 37% 15% 19% - 19%
2000 7 9 16 11 10 - 23 69 13% 23% 16% 14% - 33%
2002 5 16 30 21 3 - 55 125 13% 24% 17% 2% - 44%
2004 3 20 23 4 - - 63 110 18% 21% 4% - - 57%
2006 1 17 3 - - - 92 112 15% 3% - - - 82%
注　1996 年、2002 年の入学定員増加により卒業生の数が異なる。
４．３．２　離職理由



















の 4 分類にくくったのが表 4-3 である。これを「初職を辞めた理由（大分類）」とする。こ
れによると、マイナスの要因を抱いて離職した人が半数に上る。
　表 4-2　就業年数別の初職を辞めた理由　                             ( 単位　人 )


















た 21 21 5 1 - 48 14%
２）結婚 2 18 12 11 1 44 13%
３）キャリアアップ　やりたいこ
とが見つかった * 4 11 12 8 1 36 11%
４）進学・留学 6 7 12 3 - 28 8%
５）病気 * 8 14 2 1 - 25 7%
６）労働条件が悪かった 4 7 6 1 1 19 6%
７）労働条件が悪い、能力が発揮
できなかったなど複合 * 9 6 2 1 - 18 5%
８）職場の人間関係 7 8 2 　 - 17 5%
９）出産・育児・家族の介護 - 3 4 7 2 16 5%
10）その他の家族事情（転居など） - 6 4 4 1 15 4%
11）その他 3 3 3 6 - 15 4%
12）会社の経営事情 3 4 2 2 - 11 3%
13） 結婚・出産・育児と他の理由
の複合 * 3 3 2 2 - 10 3%
14）契約期間が終わった 3 4 2 - - 9 3%
15）派遣・バイトから正社員へ * 7 1 - - - 8 2%
16）ヘッドハンティング * 1 2 2 - - 5 1%
17）その他複合理由 * 3 2 - - - 5 1%
18）十分に評価されなかった 1 - 3 1 - 5 1%
19）進学・留学と他の理由の複合 * 1 2 - - - 3 1%
20）移動・配置転換 * - 2 - 1 - 3 1%
21）早期退職・定年 * - - - 1 - 1 0%
22）転職とだけ記載　理由不明 * - 1 - - - 1 0%







　表 4-3　就業年数別の初職を辞めた理由（大分類）　                     ( 単位　人 )




















a)　結婚 2 18 12 11 1 44 13%
b)　進学・キャリアアップなどプ
ラスの要因 18 21 26 11 1 77 23%
c)　能力が評価されないなどマイ
ナスの要因 60 73 26 10 1 170 50%
d)　家庭の都合など他の条件 6 13 11 18 3 51 15%
総　計 86 125 75 50 6 342 100%















1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006
初職を辞めた理由








19% 44% 50% 37% 49% 77% 65% 49%
d）家庭の都合など他
の条件 33% 18% 16% 13% 16% 4% 10% 15%




























































































































































この自由回答欄に何らかの記入があったのは、回答総数 762 人中 491 人、64％であり、





















れる記述をした者が 5％あった。Q3 で回答した内容については Q18 では敢えて回答してい
ないとも考えられるが、Q3 とは別視点で回答されているものとして、ここでは、あくまで
Q18 の自由記述回答について検討することとする。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５） どこで分けるかは次のように考えた。本学は 1995 年に 2 学部となったが学科の枠組
みと定員の変更はなかった。しかし、1997 年から人間福祉学科が設置されて定員が
400 から 675 と大きく変化した。この入学定員の違いに注目して、2000 年までの卒


























































































































































































































































































































                               2007 年 7 月 















 (1) 卒業年： 西暦 （    ）年（  ）月卒業 （   ）回生 
 
(2) 卒業した学部・学科 
1. 人文学部・人間科学科   2. 人文学部・社会科学科 
3. 人間科学部・人間科学科  4. 人間科学部・人間福祉学科 
5. 社会科学部・社会科学科  6. 国際社会学部・国際社会学科 
 
(3) 東洋英和女学院大学に入学した入試形態を教えてください。 
      1. 一般入試  2. スカラシップ入試  3. センター試験  
4. 推薦入試  5. 院内推薦  6. 編入学  7. 社会人入試 
 
 (4) 東洋英和女学院大学卒業直後の進路はいかがでしたか？ 
      1. 就職   2. 大学・大学院進学   3. 留学 
3. 資格や技能を得るための専門学校など      4. 自由な期間 
5. パート･アルバイトなど   6. その他 
 
  (5) 卒業直後の家族・居住環境 





        1. 退職   2. 転職   3. 再就職   4. 求職   5. 起業   
6. 進学   7. 留学   8. パート・アルバイト   9. 自由な期間 
10. 主婦役割   11. 結婚   12. 育児     13. 家族の介護  
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Q2 学生時代の、ライフコースについての考えを振り返ってみてください。 
(1) 大学入学の頃、 (2) 大学卒業の頃、 それぞれの時点で、あなた自身の考え方が
どうであったか、選択肢の中から 1 つずつ選んで、番号に○をつけてください。 
（Q1 で「2 進学」とお答えの方は、進学先卒業(修了)後のライフコースとして、お答 
えください。） 
  










3. 就職し、結婚したら家庭に入る 3 3 





6. 就職し、働き続けながら、結婚し出産する 6 6 
7. 就職し、働き続けながら、結婚するが、出産しない 7 7 
8. 就職し、結婚しないで働き続ける 8 8 
9. 何も考えていなかった 9 9 
10. その他（具体的に記入してください） 10（       
       ) 
10（       






1. 講義科目（科目名を記入してください:                    ） 
2. ゼミ       3. 実習やインターンシップ     4. 課外活動 
5. 就職課      6. 就職活動での体験        7. アルバイト    
8. ボランティア活動       9. 大学の友だちや先輩の助言や生き方      
10. 家族や親族の助言や生き方 
11. その他（記入してください                         ） 
12. 大学時代の学びや経験や人からの影響は全くなかった。 
13. ○を付けた中でも特に具体的なことがあればお書きください。 
 （                                      ） 
 
Q4 大学卒業後の就職の状況はつぎのどれにあたりますか？ 
    1. 一度も就職していない 
2. 卒業後すぐに就職（その後退職も含む） 
3. まず進学し、その後、就職（ 〃 ） 
4. 資格や技術を身につけたのち、就職（ 〃 ） 
5. 就職や進学をせずアルバイトなどをした後、就職（ 〃 ） 
6. しばらく自由な期間を経て、就職（ 〃 ） 
7. 就職せずに、ボランティアや家庭中心の生活の後、就職（ 〃 ） 
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Q5 【現在も含めて、仕事に就いた経験のある方に伺います。就職の経験のない方は Q13 へ】  
 あなたが最初に就職したとき、就職先の決断に大きく影響したことは、何ですか？  
次の中から３つまで選んでください。 
  
1. 徹底した企業・業界研究   2. 家族や知人の薦め 
3. 先生の薦め 4. 就職課の薦め 
5. ＯＧ訪問 6. インターンシップ 
7. 身内のコネクション 8. はやく就職を決めたいという気持ち 
9. その他（  ） 
 
Q6 では、どのようなところが良いと思って決めましたか？ ３つまで選んでください。 
 
1. 仕事の内容が自分の適性と能力に合っていると思った   












Q7 最初の就職先について、今、どのように思いますか？  
 
a 仕事の内容が自分の適性や能力に合っている(いた) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
b 取り組んでよかったと思える仕事内容である(あった) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 




1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
e 会社の経営方針や社風が気に入っている（いた） 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
f 職場の人間関係がよい(かった) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
g 資格や専門能力が身につく(ついた) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
h 女性が働きやすい会社である(だった) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
i 給料やボーナスに満足している(いた)  1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
j 有給休暇をとりにくい(かった) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
k 残業が多い(多かった) 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
l 仕事の内容が予想と違っている（いた） 1 はい 2 いいえ 3 どちらとも 
















(2) 現職 又は 退職直前の仕事
について (初職とほとんど同じ
場合も、記入してください） 





1  現在の職 







 1 正規雇用 
 
 1 正規雇用 
 
 1 正規雇用 
 2 非正規雇用（フルタイムの契約 
    社員または派遣社員） 
 2 非正規雇用（フルタイムの契約 
    社員または派遣社員） 
 2 非正規雇用（フルタイムの契約 
    社員または派遣社員） 
 3 非正規雇用（パート・アルバイト）   3 非正規雇用（パート・アルバイト）   3 非正規雇用（パート・アルバイト）  
 4 自営（本人による）  4 自営（本人による）  4 自営（本人による） 











 1 建設業    1 建設業    1 建設業   
 2 製造業    2 製造業    2 製造業   
 3 電気・ガス・熱供給・水道  3 電気・ガス・熱供給・水道  3 電気・ガス・熱供給・水道 
 4 情報通信業   4 情報通信業   4 情報通信業  
 5 運輸業  5 運輸業  5 運輸業 
 6 卸売・小売業  6 卸売・小売業  6 卸売・小売業 
 7 金融・保険業  7 金融・保険業  7 金融・保険業 
 8 不動産業  8 不動産業  8 不動産業 
 9 飲食店・宿泊業  9 飲食店・宿泊業  9 飲食店・宿泊業 
10 医療・福祉 10 医療・福祉 10 医療・福祉 
11 教育（幼稚園・保育園を含む） 11 教育（幼稚園・保育園を含む） 11 教育（幼稚園・保育園を含む） 
12 サービス業    12 サービス業    12 サービス業    
13 公務員 13 公務員 13 公務員 






1  100人未満 1  100人未満 1  100人未満 
 2  100～500人未満  2  100～500人未満  2  100～500人未満 
 3  500～1000人未満  3  500～1000人未満  3  500～1000人未満 
 4  1000～5000人未満  4  1000～5000人未満  4  1000～5000人未満 
 5  5000人以上  5  5000人以上  5  5000人以上 
 6  官公庁  6  官公庁  6  官公庁 
7  その他（具体的に 
 
7  その他（具体的に 
 
7  その他（具体的に 
  
↓  次の頁につづく ↓  次の頁につづく ↓  次の頁につづく 
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 1 一般職 
 
 1 一般職 
 
 1 一般職 
 2 総合職  2 総合職  2 総合職 












     換算してください） 
 




  含めて年収に換算してください） 
 











 １  転職・退職まで  
2  継続中         の年数 
 
どちらか○をつけてください 
 １  転職・退職まで  





 1  1年まで 
 
 1  1年まで 
 
 1  1年まで 
 2  1年以上 3年まで  2  1年以上 3年まで  2  1年以上 3年まで 
 3  3年以上 5年まで  3  3年以上 5年まで  3  3年以上 5年まで 
 4  5年以上 10年まで  4  5年以上 10年まで  4  5年以上 10年まで 















 1 結婚 
 
 1 結婚 
 
 1 結婚 
 2 出産・育児・家族の介護  2 出産・育児・家族の介護  2 出産・育児・家族の介護 
 3 その他の家族の事情（転居等）  3 その他の家族の事情（転居等）  3 その他の家族の事情（転居等） 
 4 進学・留学  4 進学・留学  4 進学・留学 
 5 職場の人間関係  5 職場の人間関係  5 職場の人間関係 
 7 能力が十分発揮できなかった  7 能力が十分発揮できなかった  7 能力が十分発揮できなかった 
6 十分評価されなかった 6 十分評価されなかった 6 十分評価されなかった 
7 労働条件が悪かった   7 労働条件が悪かった   7 労働条件が悪かった   
8 契約期間が終わった 8 契約期間が終わった 8 契約期間が終わった 


















 Q8(1)つづき Q8(2) つづき Q8(3) つづき 
 (1)  初職について 















4. 仕事を続けたかったが、家事・子育てとの両立が困難で仕方なくやめた → Q11 へ 
5. 結婚したらやめなければならないような雰囲気が職場にあった 
6. その他（具体的に                    ） 
 
Q11 【Q10 で 4 を選択した方に伺います】 仕事と家事・子育てとの両立が難しかった
理由は何だと思いますか？ 次の中からいくつでも選んでください。 
1. 残業や出張が多い仕事であった  







9. その他（具体的に                        ） 
 
Q12 【出産後も仕事を続けている方に伺います】  
a 仕事を続けている理由は、次のうちどれですか？（１つだけ）。 
    1. 最初から長く続けたい仕事として就職し、続けている 
    2. 出産後は仕事をやめるつもりだったが、仕事にやりがいを感じるようになった 
    3. 出産後は仕事をやめるつもりだったが、経済的な観点から続けることにした 
    4. 出産後は仕事をやめるつもりだったが、仕事を続けるよう、夫がすすめてくれた 







 5. 安心して保育園にあずけられる 
   6. 育児休業や短時間勤務など、勤務先の子育て支援制度が整っている 
7． 上司や同僚の理解が得られる 
8.  親が近くに住んでいるので、いざという時に子どもをあずけられる 
→ ７に○をつけた方、どちらの親ですか （自分の親・配偶者の親） 
 9. その他（具体的に                        ） 
 
148








Q14  現在、次のことをなさっていますか？ 在職の方も在学の方も家庭に入られた方も、
並行してなさっていることを、いくつでも挙げてください。 
1. 個人で特技や能力を生かした仕事(茶道教授など) 
2. アルバイトやパートタイマー    3. 趣味や教養の学び 
4. 資格取得など将来に向けての学び（具体的に                ） 
5. ＰＴＡ活動      6. 地域活動     7. ＮＰＯ・ＮＧＯ活動 
8. 同窓会など団体の世話係     9. 教会活動     10. 政治活動 
11. その他のボランティア活動（具体的に                   ） 













選択  (順位) 選択  (順位) 選択 (順位) 
 1. 職場で管理職として活躍する   1.（  ）  1.（  ）  1.（ ） 
 2. 職場で後輩やチームのリーダーとして活躍する  2.（  ）  2.（  ）  2.（ ） 
 3. 職場でサポート役として責任をはたす  3.（  ）  3.（  ）  3.（ ） 
 4. 役割がどうあれ、職場での仕事の責任を果たす  4.（  ）  4.（  ）  4.（３） 
 5. 役割がどうあれ、職場での仕事で自己実現する    5.（  ）  5.（  ）  5.（ ） 
 6. 自分の経済的自立のために仕事で収入を得る  6.（  ）  6.（  ）  6.（ ） 
 7. 家族のために仕事で収入を得る  7.（  ）  7.（  ）  7.（２） 
 8. 家事や家の行事など家族のための役割を果たす  8.（  ）  8.（  ）  8.（１） 
 9. 妻であること 9.（  ）  9.（  ）  9.（ ） 
10. 子供を育てる 10.（  ） 10.（  ） 10.（ ） 
11. 親の手伝いや介護 11.（  ） 11.（  ） 11.（ ） 
12. 地域や社会に何らかの貢献をする  12. (    ) 12.（  ） 12.（ ） 
13. 職業以外のことで自分の能力を発揮する 13.（  ） 13.（  ） 13.（ ） 
14. 自分のための時間を充実させる 14. (    ) 14.（  ） 14.（ ） 
15. その他（具体的に記入してください）  15.（  ） 15.（  ） 15.（ ） 
  
（  （  
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Q16 次の中で、最近、関心をお持ちのことに ○ を、特に関心のあることには ◎ をつけて
ください。（ ○、◎ともに、いくつでも ） 
1.（  ）物価や景気  2.（  ）日本の政治  3.（  ）世界情勢  4.（  ）地球環境 
 5.（  ）健康  6.（  ）老後  7.（  ）人生観  8.（  ）教養  9.（  ）資格 
10.（  ）仕事  11.（  ）家族との時間  12.（  ）自分の時間  13.（  ）教育 
14.（  ）道徳  15.（  ）経済的豊かさ  16.（  ）ファッション    























Reserch Report on the Work Career and 
Life Career of Toyo Eiwa University Alumnae
HAYASHI Fumi, KAWASAKI Suemi,
HASEGAWA Kaori, ARITA Fumiko
Abstract
The main object of this paper is to investigate the work careers and life careers 
of Toyo Eiwa University alumnae, and to examine what influenced their decision mak-
ing and their feelings about their careers.
The authors prepared an original sociological and opinion survey on all 2930 
alumnae, grouped according to their graduate years. The survey was conducted on 
an unregistered basis in July 2007. The questionnaires were mailed to the alumnae 
whose graduate year is even. Seven hundred sixty two (25% ) of the alumnae respond-
ed to the survey. The response rate was not high enough to come to any definite con-
clusion on the behavior of and thought concerning the career building of Toyo Eiwa 
University alumunae. However, the authors believe that it is very important to investi-
gate the results and report on findings that may be useful in reviewing and improving 
colledge education. 
The alumnae association of Toyo Eiwa University kindly allowed use of its list 
of members, and Hajime Sasaki, the head officer of the career section of Toyo Eiwa 
University, helped us to elaborate the questionnaires and to contact the alumnae.
The paper consists of five sections: 1) the purpose of the study; 2) the report on 
the entire survey; 3) the relation between the first job decision making and its results; 
4) the timing of retirement from the first job and life course; 5) the free opinion of the 
alumnae and some findings. Sections 1 and 2 were written by Hayashi; Section 3 was 
written by Hasegawa; Section 4 was written by Arita; Section 5 was written by Kawa-
saki.
